
求人事例レポート   

2 週間で応募者 15 名・興味ある 71 名を獲得した協力隊求人の改善事例 
地域おこし協力隊潜在層の不安を解消し行動へつなげた事例 

 

1. 狙い 御浜町の地域おこし協力隊募集において、潜在的な移住

希望者が抱える「3年後の不安」を先回りして払拭し、

応募の獲得につなげること。 

 

2. ターゲットの感情予測（BDF 分析） 3. 実施内容・結果 

「地方移住や地域おこし協力隊に興味はあるが、一歩を

踏み出せない潜在層」。行動前の心理を、欲求・不安・

思い込みに分解して整理。 

 

Belief（思い込み）：協力隊は「3年で終わり」であ

り、その後は転職活動や自力で独立しなければならない

という認識がある。 

 

Desire（欲求）：地方で自分らしい暮らしとキャリアを

つくりたい。特別な経験がなくても、地域の人と深く関

わり、役に立つ仕事がしたい。 

 

Fear（不安）：最大の懸念は「任期終了後のキャリ

ア」。「任期が終わったら、仕事はどうなるのか」「地

域に馴染んでも 3年で離れないといけないのではない

か」、「暮らしと仕事をゼロから整えるのが不安」。 

① コンセプトの転換：「3 年後も安心」の提示。 

「3年で終わる移住ではなく、地域と生きていく仕事

を」というコンセプトを設定。任期終了後も双方合意に

より継続雇用が可能であることを前面に打ち出した。 

② 条件面の見栄えの最適化 

相対的に見劣りする「月額 220,000 円」と家賃補助等を

別記ではなく「月額 262,000 円（住居手当含む）」とし

て表記し、相対的な安心感を強調した。 

③ ストーリーテリングと D-BE UNICK 構文の活用 

読み手が「自分がここで働く姿」を想像できる導入に

し、御浜町の地域おこし協力隊は何が違うのかを打ち出

し、安心材料・根拠・今応募すべき理由までつなげた。

また、働くメンバーの笑顔の写真で職場雰囲気も可視化

した。 

④ 結果：2週間で「応募者」15 名、「興味ある」71 名

を獲得。 

 

4. 考察：成果要因と再現ポイント 

本事例の成果要因は、求人を単なる「労働条件の提示」で終わらせず、ターゲットのインサイトを深掘りし、「3年

後も続く共同プロジェクトの提案」へと再構築した点です。地域おこし協力隊は、未知への不安と 3年後の見通しの

立たなさがボトルネックになります。そこで、3年後のキャリア、実際の収入感、職場の人間関係といった隠れた不

安を先回りして言語化し、継続雇用の提示・家賃含めた給与表記・写真による職場雰囲気の可視化で解消しました。

この事例に限らず、求人を成功させるには、ターゲットの感情に寄り添った「オファーの再構築」と「表現の最適

化」が不可欠です。 
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